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上巻・「第１３ 普請遠近割・栗石台」 

 

はじめに 

 この問題の原典の挿絵を見た途端、その形から、堺市中区土塔町にある土塔を思い起

こしました。土塔は、堺市出身の僧行基が建立したとされる４９院のひとつ大野寺の仏

塔で、神亀４年（７２７）に起工された十三重の土の塔です。新刊算法起では栗石によ

る五重の塔の形をとっていますが、私にはこの土塔とイメージが重なってしまい、とく

にこの問題への興味・関心が強くなり、ぜひとも解きたくなった次第です。 

 

１．「栗石台」問題とは 

 「栗石」とは、岩石を割ってつく 

った小さな石のことで、この石がた 

くさん集められて右図のように台状 

にしたものが、栗石台です。 

 新刊算法起の上巻の「第１３ 普 

請遠近割」の中で「栗石台」として 

取り上げられています。まずは、こ 

の原文にあたりましょう。 

 下のように、句読点もなく、カタ 

仮名、ひら仮名も入交じって読みづ 

らいので、これを読み下し文に直し 

ます。右側がそれです 

          

          

          

 

                    これで、だいぶ意味が分かるようになりまし                                     

た                   た。上の図と読下し文から分かったことを、 

次に書き出しましょう。 

① 栗石台の一辺の長さは、１０間である 

② 栗石台の高さは５間で、五段に積まれて

いる 

③ 一段の高さは１間で、一段ごとは１尺ず

つ長さが減少している 
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④ 五段目の一辺の長さと、この栗石台の体 

積がいくら（坪）であるかを問うている 

ことが書かれているのが分かります。 

 そして、次に、この問題の答えが書かれています。 

これも、書き下し文になおしましょう。 

             ここでは、五段目の一辺の長さは書かれていませんが、体 

             積は４４１坪２分９厘８毛３糸と書かれています。この問

と答で使われている「坪」という単位が、体積でも使われ

ているのが分かります。「坪」の後の「２分９厘８毛３糸」

という数は、坪単位以下、つまり小数点以下の数を表して

います。坪で表すと、「４４１，２９８３坪」ということに

なるでしょうか。 

              この問題と答の後に、どのようにしてこの答となったか

の解き方を説明しています。これが、ここでいう「栗石台」問題です。 

 

２．「栗石台」問題を解こう１ 

 前ページと同様に、まず、解き方の原文をのせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このままでは、かなり厳しいですね。上と同様に、ここでも書き下し文に直したもの

を、次のページに掲載します。 
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 書き下し文でも、結構厳しいですね。 

 現代文に直します。 
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 では、解を１つ１つ見ていきましょう。が、その前に、単位が「間」や「丈」「尺」

「寸」まであるので、単位の換算が必要です。「丈」から「寸」は、１０進法で分かり

やすいですが、「間」と「尺」では全く違うものです。江戸時代は、１間＝６．５尺と

していますので、「間」の単位を「尺」の単位に換算する際には、６．５倍する必要が

あります。 

例えば、４間を尺に換算すると、４×６．５＝２６ となり、 

４間＝２６尺＝２丈６尺 と換算できます。 

このことを念頭に置いて読むことが求められます。 

ではまずは１段目から。 

１段目：一辺が１０間の正方形なので、 

     １０間×１０間＝１００坪 

 （＝４２．２５丈２） 

          ・・・１段目の面積 

１段目の体積を出しておきましょう。 

     １００坪×１間＝１００坪（体積坪） 

・・・１段目の体積 

２段目：「１０間が６丈５尺なので、２尺を引いて６丈３尺四方です」と書かれています。 

    「１０間が６丈５尺」というのは、先ほどの単位の換算でわかりますね。 

その後の「２尺を引いて」というのは、犬走り分（１尺）を引くということなの

で、１段に付き、１辺は２尺減少することになり、「２尺を引いて」一辺は６丈

３尺の長さになります。 

    さらに「面積は３９，６９で、高さがあるので６尺５寸をかければ、２５７．９８５となり

ます」とあります。 

    まず、面積です。一辺が６丈３尺の 

正方形なので、 

     ６．３×６．３＝３９．６９ 

・・・２段目の面積 

    これに高さ（１間）をかけますが、 

１間は６．５尺ですので、 

     ３９．６９×６．５＝２５７．９８５ 

・・・２段目の体積 

    体積は「尺３」の単位なので、「間３」に再びなおしますと、 

     ２５７．９８５÷６．５÷６．５÷６．５＝０．９３９４０８２８４ 

                        ≒０．９３９４ 

１０間 

１０間 １間 

６丈３尺 

６丈３尺 １間 

１０間 

１００坪 

３９．６９丈２ 

１尺 
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   となりました。 

    ここで、「６尺５寸で３度割る」のは、たて、横、高さとも単位の換算が必要だか

らです。そして、体積を、体積坪に直しますと、 

     ０．９３９４間３＝９３坪９分４厘 

   と出ましたね。 

 ３段目以下は、「五段目まで同じように２尺引くと」とありますので、ここからは、２段

目と同様に、２尺ずつ引いて計算をすれば、次のように答えが求められますとして、 

  ３段目：一辺が６丈１尺、体積は８８坪０７１ 

  ４段目：一辺が５丈９尺、体積は８２坪３８８３ 

  ５段目：一辺が５丈７尺、体積は７６坪８９９ 

 と計算の結果が示されています。 

  ここで、１つ目の問題の５段目の一辺の長さの答が、５丈７尺と出ています。 

  なお、ここで、３段目の原文「８８坪越７１」と書かれている「超」という文字は、数 

 が無いこと、つまり「０」を表しています。和算では「０」という文字は無かったの

ですね。 

 

３．「栗石台」問題を解こう２ 

 さあ、いよいよここから、この栗石台の総体積を求めます。といっても、すでに「２

『栗石台』問題を解こう１」で各段の体積を求めましたので、これらを合わせるだけで

すね。 

  １００坪＋９３坪９４＋８８坪０７１＋８２坪３８８３＋７６坪８９９ 

    ＝１００＋９３．９４＋８８．０７１＋８２．３８８３＋７６．８９９ 

    ＝４４１．２９８３ 

    ＝４４１坪２分９厘８毛３糸 

と出ました。 

 後の６行ですが、 

「右、五段目では一辺が五丈七尺になります。右のように、二段目より六丈三尺を二乗して、

高さをかけて、六十五で３度割るのは、単位が丈だからです。２度高さをかけるので、一度以上

３度割るのです。下の台は、十間で下の数は無いので、二乗します。高さを掛けると本坪（体積）

となります。」 

と書かれています。それまでの具体的な計算の一般化を図っているところですね。 

「一辺を２乗して高さをかける」ことが書かれており、まさに直方体の体積を求める

公式です。「６５で３度割る」のは先にも書きましたように、単位の換算です。また、

下の台について、一辺が１０間なので間より下の数がなく、坪数を出すにも単位の換算

が必要ありません。だから２乗して高さを掛けるだけでいいということが書かれていま
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すね。 

 

 以上のように「栗石台」の問題を読み解いてみました。基本的には現在の算数・数学

と計算方法に違いはありません。江戸時代の初期からこのような計算ができるようにな

っていたのです。ただ、実際の生活場面でこのような計算をする機会はそう多くはなか

ったと思われます。 

 

 

付記 

 「はじめに」で、この問題の栗石台は、僧行基が建立した土塔をイメージした旨を書

きました。右は、その土 

塔です。この栗石台の形 

の応用編のような形状で 

す。これが、１３００年 

ほど前に我が国でつくら 

れていたのです。 

 ただ、この「栗石台」 

の問題に取り組んだ後で 

吉田光由が書いた「塵劫 

記」の、寛永１８年（１ 

６４１）版を読んだときに、次の問題に出会いました。 

                     この「栗石積」の問題を見たとたんに、 

                     新刊算法起の「栗石台」の問題は、土塔 

                     の存在とともに、この「塵劫記」の「栗 

                     石積」の問題からも発想したんだなとい 

うことが分かりました。 

                      これを見て、やはり当時から吉田光由 

                     の「塵劫記」の影響の大きさに驚かされ 

                     た次第です。 

                      なお、この「栗石積」の問題は、遺題 

                     として「塵劫記」に掲載されているだけ 

おり、解                 で、解答・解法などは掲載されていませ 

                     んでした。 
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